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あらまし：管理栄養士を目指す学生が，生活習慣病の予防および改善を目的とした献立を作成するために

は，限られた実習時間内に多様な献立案を数多く試行錯誤する必要がある．本研究では，タブレットを用

いた献立作成支援アプリ開発し，実際に管理栄養士を目指す学生に使用してもらって改良点を検討し，ア

プリの再構築を行ったので，その報告を行う． 
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1. はじめに 
栄養士や管理栄養士が日々の献立を作成する際に

は，可能な料理の組み合わせをできるだけ多く検討

することが最適な献立作成には必要である．このた

めには多くの料理の知識と調理経験が必要となるが，

経験の浅い栄養士・管理栄養士にとっては労力の要

する業務である． 

また，近年外食産業に加え，持ち帰り弁当店や惣

菜店，テイクアウト主体のファーストフード店など

の料理品小売業を中心とする中食産業の規模は，世

帯構造の変化や食の外部化の進展などにより増大し

ている．これは，女性の社会進出による家庭内での

調理の省力化，高齢化の進展，コンビニエンススト

アやスーパーマーケットの増加などによるところが

大きく，今後も中食産業の成長は続いていくものと

考えられる．つまり，家庭で調理する機会が全般的

に減少している．管理栄養士を目指す学生の場合も

同様であり，朝・昼・晩を意識して食事を摂る，各

食事の主菜，副菜，汁物を一揃えと考えて献立を考

える習慣は減少していると言える．そこで，管理栄

養士養成のための調理実習時に多様な献立案を数多

く試行錯誤して検討できるように，タブレット端末

を使った糖尿病および肥満症を予防・改善すること

を目的した献立作成を支援できるアプリの開発を行

った． 

本稿では，前開発モデルの検証結果をもとに改良

を行った献立作成を支援するアプリについて報告を

行う．  

 

2. 献立作成支援アプリ ver.1の開発 
献立作成支援アプリ ver.1を開発し，簡易な検証実

験を行った． 

2.1 献立作成におけるアプリの必要性 
生活習慣病の予防・改善には日々の食生活を管理

し，これを持続することが必須である．食生活管理

の対象となる人々に喜んでもらえるような献立を考

案することが健康的な食習慣を持続するためには重

要である．しかし，喜んでもらえる献立を考案し続

けることは，経験の浅い現場の栄養士・管理栄養士

にとっては難しい課題である．また，栄養士・管理

栄養士を目指す学生は，コントロールの対象となる

栄養素の値を制限値内に収めることだけに夢中にな

りがちで，食事全体のバランス考え，料理の組合せ

や調理方法などを考慮することを疎かにしがちであ

る．そこで，経験の浅い現場の栄養士・管理栄養士，

および栄養士・管理栄養士を目指す学生が，調理の

現場で試行錯誤しながら多くの献立案を検討できる

環境の重要性が高まってきている． 

2.2 献立作成支援アプリの ver.1の予備検証 
システムの有効性の検証を行うためにデータベー

ス中の料理数を約 1，200件としたタブレット版アプ

リ ver.1を用いて，実際に管理栄養士を目指す学生に

使用してもらい，献立作成時の有効性について検討

した．その結果，システムの有効性とともに，利便

性を向上するために改良すべき点が確認された．改

良する主要な点として，料理検索機能・献立保存機

能・献立評価機能が非常に重要であることが分かっ

た 1)． 

 

3. 献立作成支援アプリ ver.2開発 
アプリ ver.1を用いた予備的な検証の結果を参考

にタブレット版アプリのユーザインタフェースの再

設計を行った．主要な改良点として，料理検索機能

と献立保存機能の追加を行った．図 1に本アプリの

画面を示す．アプリ Ver.1では，画面下部に 21種類

の料理を表示し，左右にスワイプすることによって

約 1200種類の料理画像を確認できる．しかし，毎回

1200種類から料理を検索するのは困難であること 
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図 1．献立作成支援アプリ ver.2の画面 

 

  
図 2．料理項目抽出画面（左）と料理の材料および

エネルギー・栄養素表示画面（右） 

 

から，図 2（左）に示すように調理法および主材料

を選択することにより，表示する料理を絞ることが

できるように改良した．また，料理をタップすると

図 2（右）に示すように料理画像の拡大画像と材料

およびエネルギーと栄養素の情報を表示する．同画

面にお気に入り登録のボタンを設けることによって，

料理選択時の手間を省く仕様に変更した．さらに，

アプリ画面上部に献立の印刷，献立保存・読込，対

象者の年齢・活動状況・性別の設定を行うこととし

た．これによって，各対象者の献立を効率よく検討

できるようにした． 

本アプリは，画面中央部に，朝食・昼食・夕食・

間食の各欄が設けてあり，料理画像をドラッグする

ことによって，各献立を設定する．料理画像を欄外

に移動することにより，簡単に献立から除くことが

できる．また，料理画像が変更される度に，表示さ

れたエネルギーおよび栄養素の値も変更され，アプ

リ画面上部左には，献立作成者が毎回意識できるよ

う食事バランスガイドも再表示する． 

本アプリを使用することにより，料理情報を詳細

に確認し，ドラッグやスワイプといった，指の簡単

な動作で献立作成が可能であり，栄養素の確認も非

常に簡単である．また，栄養バランスはもちろん，

主菜・副菜等の組み合わせを自由に変えたり，一日

を通して視覚的にバランスを検討したりするなど，

試行錯誤することにより効率よく料理の組合せを考

えられる．図 3に本アプリの構成図を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．本アプリの構成図 

 

4. おわりに 
糖尿病・肥満症等，生活習慣病の予防・改善のた

めの献立作成支援アプリ（タブレット版）の機能と

ユーザインタフェースを検討し，献立作成支援アプ

リの ver.2を開発した．複数の献立を瞬時に作成・保

存することができ，同時に各献立のエネルギー・栄

養素，食事バランスが確認できることから，本アプ

リは，献立作成の支援を大幅に達成した． 

今後，栄養士・管理栄養士を目指す学生の調理実

習で，これを実際に用いて改良版アプリのユーザイ

ンタフェースの評価を行うとともに，実習時に教師

から指導されるような経験的な知識をシステムに取

り組み，学生が自習できるよう検討する． 
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